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それぞれの地区の特性に応じて、良好な都市環境の形成を図るために

必要な事項を定める「地区レベルの都市計画」
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（１）地区計画策定の目的

市街化調整区域における秩序ある土地利用の
形成を図る。

観光・レクリエーション等を主体とする開発
が行われる地区等の非住居系の計画開発地で、
必要な公共公益施設の整備を行いつつ、周辺
の環境・景観と調和する良好な開発を誘導す
る。

●

●
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位置図

●名称：（仮称）坂東パーキングエリア周辺地区

●区域：坂東市弓田字三ツ又、字埃倉、字芝原、字猪子の一部

●面積：約10.9ha

（２）地区計画の名称、区域及び面積
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土地利用計画図

●土地利用の方針
公園機能、ヘリポート
備蓄倉庫、宿泊施設等

●土地利用の方針
地域利便施設
公益施設、店舗
ガソリンスタンド等

●地区計画の目標
商業・レクリエーション
及び地域利便性向上に寄
与する機能の整備

●土地利用の方針
パーキングエリア

（３）地区計画の目標・土地利用の方針
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（４）地区施設の整備方針
地区計画計画図

●地区施設の整備方針
桜の里山を活かした公園
整備
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（５）建築物等の整備方針及び制限内容
地区計画計画図

●建築物等の整備方針
①建築物等の用途の制限
②容積率の最高限度
③建ぺい率の最高限度
④壁面の位置の制限
⑤高さの最高限度
⑥垣又はさくの構造の制限
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①建築物等の用途の制限

土地利用を誘導する基本となる用途地域は、
都市計画法に基づいて指定され、建築基準法
によって建築制限が定められている13 種類
の用途地域があります。

本計画の用途地域は、準住居地域を基本とし、
地域活性化拠点 (観光・レクリエーション等)
となりえる用途を設定し、それ以外の用途に
ついては制限します。

準住居地域とは、道路の沿道としての地域の特性にふさわしい
業務の利便の増進を図りつつ、これと調和した住居の環境を保
護する地域です。

●

●

※
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①建築物等の用途の制限

住宅
戸建住宅、共同住宅、寄宿舎、下宿

×

店舗・事務所
大規模

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ等

床面積
10000㎡以上は×

△

中小物販店、飲食店
ｺﾝﾋﾞﾆ、ｻｰﾋﾞｽ店

◯×

ホテル・旅館

◯

遊戯施設
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ場、ｽｹｰﾄ場等 ｶﾗｵｹﾎﾞｯｸｽ等

◯
床面積

10000㎡以上は×

△
客席面積

200㎡以上は×

△ × ×
映画館・劇場

ﾊﾟﾁﾝｺ屋、ﾏｰｼﾞｬﾝ屋
馬券売り場等 ｷｬﾊﾞﾚｰ等
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①建築物等の用途の制限

工場・倉庫

車庫 倉庫

倉庫業倉庫は×
自家用倉庫は◯

△

畜舎作業場を持つ店舗

公共・公益施設
小中高校、大学
専門学校、
自動車学校等

図書館等

×

郵便局、派出所等 介護・福祉施設

◯ ◯

病院

◯
老人ホームは×

社寺

△ ◯

単独車庫は×
付属車庫は◯

△ ◯
パン屋、豆腐屋

建具屋、自転車屋等
（面積50㎡以下）

工場

△
作業場面積
50㎡以上は×

自動車
修理工場

作業場面積
150㎡以上は×

面積15㎡以上
は×

△ △



１ 地区計画について 10

⑥垣又はさくの構造の制限

※建ぺい率：建築面積の敷地面積

に対する割合

※容積率：建築物の各階の床面積

の合計(延べ床面積)の敷地面積

に対する割合

境界 10mまで

(3階程度)

※日影規制に適合する場合は、

高さを20mとすることができる。

透視可能なフェンス

道路

1m以上

生垣

建物敷地

②容積率の最高限度 200％

③建ぺい率の最高限度 60％

④壁面の位置の制限 １ｍ以上

⑤高さの最高限度 10ｍ
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（６）地区計画書（原案）
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実施の目的

本調査は、地域利便施設の整備及び運営について、民間事業者から企画・運営の提案を
幅広く求め、参加者との対話を通じて、整備・運営などに関するアイディアを把握すると
ともに、事業の実現可能性や実施主体の検討に役立てることを目的とします。

サウンディングの内容

（１）対象者
対象者は、地域利便施設の整備及び運営について、企画・運営能力等を有し、事業の

実施主体となる意向を有する民間事業者等の法人又は法人のグループ。

（２）対話の実施
対話では、次の項目についてご意見を伺います。
① 事業への参入意欲や事業手法について

② 地域利便施設のトータルコーディネートの可能性について
③ 物販施設（コンビニエンスストア等）の先行整備後の整備展開について
④ その他（市に期待する事項、求める役割など）

（３）実施時期
令和４年３月９日(水)～3月18日(金)



２ サウンディング型市場調査について

※別途検討中のスマートＩＣが設置される場合、配置計画の一部が変更となる可能性があります。
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イメージパース
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年度

工程
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ７
以降

関係者協議

用地取得

事業者選定

設計
工事
管理運営

坂東ＰＡ

基本計画公表

※道路事業者は、圏央道の4車線化に向けて早期のPA供用を目指す。
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※坂東PAの供用に併せて一部供用開始。

コンビニ事業者の公募


